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．2．場　　亀所，

3．議　　題

・4．　資　　料

　委2－1

　委2－2

第．2・何一宇宙開発委員会（定例会議）

　・議　事　　次　第

　昭和57・年3月3日．（水）

午後2．蒔～2時50分

噸醗委員会会議室

昭和56鞭報醗委員会外騨者招ヘレ’

　について

第1回宇宙闘発委員会（定例会議）

議事要旨（案）

昭和56鞭宇醐発委貴会外厳術翻へい

について1案）
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1．　日’

2．場　　所

5・議　　題．

4．資　　料

’委1一・1

　委1－2

5　出席者

　　宇宙開発委員会委貸長代理

　　　　　〃　　　委員

　　　　　〃　　　　　　　　　〃

　　　　　〃　　　　　　　〃

　関係省庁職員等

　　科学技術庁研究調整局長

　　　　〃　　長官宮房審議宮

　　文部省学術国際甲州挙挙

　　通’商産業省機械情報産業局次長

　　運輸省気象庁総務部長

　　郵政省電波監理房事議官

　建設大臣官房技術参事官‘．一・・＿＿．．．

照顧・1雑麟委員会纏触譲）　　へ
　　議事要指・：（案）

時　　臨画57一年1月tる眉｛オ）

　　　午；後．2時～2時4∫0分　　　　　　　　　

　　　字宙「開発委員会会議室噛

　　　聯57年度宇鯛鰍癒予算案について

　第18；嗣i宗宙闘発委員会（臨時会議）暗事要旨（案）

昭和5融簸宇宙鹸齢予糞案総括表
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　事務局

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　　　吉　村　晴　光

　　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長　　　中津川　英　雄

　　　　〃　　　　〃　　字宙開発課長補佐　林’　　光　夫’

　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．　議　　事

　（1）前回議事要旨の確認・

”第18回宇宙開発委員会（臨時会議）議事要旨案（資料委

　　1－1）が確認された。

　（2，昭和57年度宇宙関係政府予算案について

　　　事務局より、資料委1一セに基づき説明が行われたのち、

　　以下の簸応答が砂れた・

吉識：N一丑ロケットの共通予備磯である9号機の開発は藷めら

　　れなかったのか。

事務局：9号機の開発着手は認められなかったが、海洋観測衛星

　　1号（MOS－1）打上げ用の7号機を5段式としても打ち

　　上げられるように変更することにより、予傭機が必要となる

　　場合に備えることができることとなった。

吉識＝N一∬ロケット9号機の開発並びに第一次材料実験（FMPTン

　　の実駿システム及び地球資源衛星1号（ERS－1）の開発

　　研究は認められなかったということであるが、その他について

　　はほぼ要求どおPとなっており・全体としては評価でき筍予

　　算案になっていると考える。．
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昭和．56年度宇宙開発委員会
外国技術者招へいについて（案）

　
　
に

　
　
　
一
　
　
　
一
　
　

I
　
I

　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

昭和57年；3月3　日

宇宙開’発委員会’

　　’決　　定

　．・南和56年0度におげる宇宙開発委員会外国技術

者招へいとして、スウェーデン宇宙開発委員会委

員長：のJ、Stiern言t・edt民を3・月・9日～5月1・7

日の間〉招べいすることとする。
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スウェーデンの宇宙開発

L開発体制

麗　業　省

宇宙開発公社 　　　　　　　　　　　　●香[一一一一一一一一 D宇宙開発委員会

・　　・

亀

リモー1・セシシレグ

ﾏ　　　員 ．会’

　，一．．　　　　　．．　　一　　．．　，　＿

Y業政策，
D委員会

科学委員会

，スウェーデンの宇宙開発を担当している最高機関は産業省である。その

・下た直接の責任機関である宇宙開罪委員会（the　Swedish　Board　for

Space　AciMties）があカ，企画立案にあたっている。また実施機関とし

てスウ晶一デ窄宙開発公祉（・the　Swedlsh　Sprce　C。rp。ra“。・）がある。

　宇宙開発委員会け、産業省、産業界ぐ学界等からの計8名の委員によって’．

構成されている。　…　」　・，一一一一

2宇宙開’ｭ予算

　1’9母1年度”233百万，クロナ（約↑20億円）

～1

湿声開発麺＼●噛

（砂午㌘・ト画回忌；．一

．耀灘Lトや＝シング陶・蠕韓祝・氷山麟が行われて

いる他；BSAのB三・thne鰍画の納で，　Kl｝・h・近郊のE・・a・g・ま吐

‘
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　局により，Landsatデータの受信を行っている。’（1978春より運用開．

　・始）また，フランスのSpot計画た参加し，搭載用小型コンピェ」ター

　等を製作することになっている。　．

（2！●通●償∴’：：’ド●：　二

　　ESAの通信循星計．面（EC．SづL－S乱，MA．RECS）に参加して

　いるほか・】976年に開始したノルウェー，．フィンランド等との共同

’　直接放送衛星（Nordsat・）計画及び奨験雨通信・放送衛星（Te工e－X）・

　計画を進めている。
　　　　　　　　　　　　1
（3）　科　学『　　｛一　一一～…”F’「、　h　♂一’　噌

　・磁気圏下等め観測を行うESA．の地球高層観測衛星（GEOS－1，GEOS

　－2），ソ連の磁気圏観測衛星Prognozに搭載する機器を製作し，共同研究を

　行った。

　　その他Swedenが極地に近いという地理的条件から極地方の研究を行

　　う名国の計減に協力を行ってきている。

　　　な赴，スウェーデンの北部腸sraη鵬（キルナの東北約30K馬北緯約

　　700）に観測ロケット，パル三ン射場，研究施設が設け．られ，オ㌣ロラ

　　の研究，北極地方の中問圏（mesosphere）の研究，夜光雲（noctilucα1t

　　cloud）の研究等が行われている。　また、西独、フラ’；ンス、英国等が

　　Esranξe基地を利用している。
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